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　新春恒例の賀詞交歓会が平成26年１月15日
（木）パレスへいあんにおいて東北経済産業局、宮
城県、仙台市、関係団体からのご来賓を含め、会員
皆様200名を超える出席のもと開催されました。
　はじめに、協会を代表し早坂会長より、新年の挨
拶があり、内閣審議官、内閣官房情報セキュリティ
センター副センター長の谷脇康彦氏に「ビックデー
タ時代のサイバーセキュリティ戦略」と題して、日
本のICT産業が置かれている環境とサイバーセキュ
リティ関係の最近の動き等について講演を頂きまし
た。引続き交流会に入り、ご来賓の皆様よりご祝詞
をいただいた後、渡辺理事の乾杯の音頭により懇談
となりました。

　震災の復旧・
復興に向けた大
変厳しい中では
ありますが、新
春独特の華やか
さも加わり、これまでにない多くの参加をいただき
始終和やかなな雰囲気の中、会員相互の情報交換や
親睦を深める場となりました。中締めは当協会顧問
の宮崎氏に三本締めの音頭をとっていただき盛況裏
に終了することが出来ました。ご来賓、そして会員
の皆様の多数ご出席いただきましたこと、心より御
礼申し上げます。

賀詞交歓会開催

　皆さん、新年明けましておめでとうございます。
　皆様と一緒にこのように新春を迎えられますことを、
まずもってお慶び申し上げます。
　私は、宮城県情報サービス産業協会それからテレコム
サービス協会東北支部の会長を仰せつかっております早
坂でございます。
　本日は、この両協会共催の新春講演会そしてMISA賀
詞交歓会に、ご来賓の皆様を始め多数の会員の皆様にご
参加いただきまして、誠に有り難うございます。
　また、日頃は私どもの活動に格段のご支援・ご協力を
いただき改めて御礼を申し上げます。
　さて、日本の経済につきましては、海外経済の持ち直
しや円安、消費マインドの改善、積極的な財政出動そし

て第三の矢といわれる成長戦略の実行等により、回復局
面にあると言われておりますが、一方では海外、欧州の
リスク、中国経済・アメリカ財政の問題等を抱える不透
明感から予断を許されない状況にあります。
　そう言う中で東北の経済については、震災復興による
大型公共事業への投資、そして設備投資の持ち直し、雇
用改善等全体的には緩やかな回復基調にあるもののその
動きは弱く、アベノミクス効果に期待せざるを得ない状
況にあり、しばらくは厳しいのではと思っております。
　そういった中ではありますが、昨年は楽天の優勝とい
う明るい話題もあり、力を結集し一つの目的に向かって
頑張れば達成できるということを大いに印象付けられま
した。しかしIT業界のビジネス環境は、地域経済の停

新春講演会・賀詞交歓会 会長挨拶
東北インフォメーション・システムズ（株） 取締役社長　早坂　栄二
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滞からIT投資ユーザー企業が首都圏一極集中となって
おり、厳しい市場環境にあるのはご承知の通りでござい
ます。
　そうは言いましてもICTの位置づけは、社会・経済の
インフラとして大変重要な役割を担っていることに変わ
りはございません。地域IT産業としては直面する多く
の課題を一つ一つ克服し、地域経済を牽引する基幹産業
になることが大事であり、それによってはじめて地域が
活性化され盛り上がるのではと思っております。
　MISAは東北最大のICT業界団体として、テレサ協は
情報通信事業者を中心とする全国大の業界団体として、
いずれも経済産業局、総合通信局そして宮城県、仙台市
等の関係当局と非常に密接な協力関係で活動をしている
ところでございます。
　厳しい環境だからこそ産業構造を変える絶好の機会と
とらえ、この二つの業界が連携を深め、発想を新たに各
種重要課題に柔軟かつ積極的にチャレンジし克服してい
くことが必要になってきていると感じております。

　MISAは一般社団法人へ移行し早くも４年目を迎えま
した。現在新しい中期事業計画（平成26年～28年度）
を策定中でありますが、これまで積重ねた実績をもとに
新たなビジネスチャンスの創出や経営強化に資する施策
などを盛り込んで取り組んでまいりたいと思っていると
ころでございます。どうか今年も皆様のご理解・ご協力
を賜りますようよろしくお願いいたします。
　最後になりましたが、本日の新春講演会は、現在、内
閣官房情報セキュリティセンター副センター長の谷脇内
閣審議官をお迎えし、『ビックデータ時代のサイバーセ
キュリティ戦略』をテーマに、お話を伺うこととしてお
ります。谷脇審議官は、セキュリティに関しては幅広い
見識をお持ちでありまして、これまでの豊富なご実績・
ご経験を基に、大変貴重なお話しをいただけるものと思
いますので、ご清聴の程よろしくお願いいたします。
　それでは、今年が皆様にとって良き年になりますよう
祈念いたしまして、年頭の挨拶といたします。有難うご
ざいました。

　宮城県は、東日本大震災から２年10ヶ月経ち、県全体
としては経済的、活動的にも戻ってきている中にあります
が、依然として津波被災地の沿岸部や福島原発の事故に
伴う被害地域等はまだまだ復興ではなく、復旧に必死に取
り組んでいる状況であり、その一方、復興はしたけれども
なかなか事業がうまくいかない事業者さんも多いと聞いて
おります。さらに言えば東北全体を見ますと電子情報関係
の産業が多いわけですけれども、そういった企業は今、海
外との競争に直面し大変苦しい状況にあります。
　そんな中、一昨年発足した安倍政権のもと、アベノミ
クスが展開されており、その効果もあってか、ここ四半期
ベースのGDPはずっとプラスが続いている状況になって
きております。私ども政府の一員として、こういった取り

組みの経済効果を全国津々浦々に波及させていくことが一
つの使命かと思ってございます。報道を見ますと、昨年の
秋以降、アベノミクス効果を浸透させるために賃上げを要
請しているようなことがよく取り上げられていたかと思い
ます。私どももそういった広報をお手伝いして各地を回っ
ていますが、その中では可能な範囲で賃上げをできるとこ
ろからしてくださいということに加えて、設備投資の拡大
や消費増税に伴う価格転嫁もお願いしております。特に設
備投資に関しては、賃上げとともに設備投資した方々へは
優遇税制を使っていただける制度を用意しているところで
ございます。
　さらに言えば、先ほどの谷脇審議官からお話がありまし
たように、2016年からは共通番号制度が導入されます。

新春講演会・賀詞交歓会 来賓挨拶
東北経済産業局 地域経済部長　滝本　浩司　様
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　貴協会の皆様には日頃より本県の情報サービス産業の

振興と地域のIT化推進に多大なるご尽力、ご貢献をい

ただき感謝申し上げます。

　宮城県を代表し、三つだけお話しさせていただきます。

　一つは、東日本大震災でございますが、この３月で３

年を迎えようとしております。この間、国内外の非常に

多くの皆様のご支援をいただきながら復旧・復興が進み

まして、瓦礫処理はほぼ完了、新たな街づくりの方も本

格化しております。それに加え、被災された約１万1,000

社の県内商工業者の方々のうち、約86％が何らかの形

で事業を再開されている状況にございます。そうは申し

ましても、事業は再開しても販路を失い、とても再建と

は言えない方々もおられるようです。また何よりも10

万人近い被災者の方々が今なお仮設住宅などで非常に不

自由な生活を余儀なくされておりまして、そういうこと

を考えますと一刻の猶予もできない状況には変わりがな

いと思ってございます。宮城県といたしましてなお一層、

復旧・復興に向けて全力を傾けていきたいという決意を

新たにしているところでございますので、皆様方も引き

続きご尽力のほどよろしくお願いいたします。

　二つ目は、宮城県情報化推進プランでございます。

　本県の情報化推進については、情報関連施策の基本方

針及び具体的な取り組みについて情報化推進プランを策

定し推進しているところでありますが、現在のプランは

今年度がその最終年度となっております。ということで

現在、次の新たな3か年プランの策定の準備を進めてご

ざいます。その新しいプランの中心は、震災復興となり

ますが、IT関連の事業を通じてどのように復旧・復興に

貢献できるかといった内容も取り込む検討もしてござい

ます。近々パブリックコメントの形で広く意見を求めま

して最終的に取りまとめる予定としておりますので、皆

様方におかれましても、このプランの策定、それからプ

ランの推進にご理解とご協力をお願いいたします。

　三つ目は、今年にかける期待でございます。

　昨年は楽天が優勝し復旧・復興にとりましても大変な

勇気と希望を与えてくれました。今年も戦力的には若干

の不安がございますが大いに期待したいと考えておりま

す。そしてベガルタ仙台をはじめとするスポーツチーム、

ソチオリンピックの羽生選手出場、あるいはサッカー

ワールドカップ開催等、期待の持てる出来事が予定され

ております。その一方で消費増税等景気浮揚の足を引っ

張る要因もございますが、経済界の皆様にスポーツ以上

のご活躍をいただき、消費マインドの落ち込みを抑え復

旧・復興の後押しとなるような取り組みをいただくこと

を切に願うところでございます。

　先ほど講演の中でもお話がありましたがICT関連で申

し上げれば、ビックデータの活用や行政分野におきまし

てもマイナンバー制度化に向けた準備が今年は本格化い

たします。そして震災復興に関連する農水産業分野等で

のIT活用といった事も可能性が広がりつつあります。ぜ

ひ皆様方におかれましては、これまで以上にITの潜在需

要あるいは新規需要を開拓いただきまして、IT業界の底

力を発揮していただきたいと思う次第でございます。

　県といたしましても、来年度に向けましてできる限りの

新春講演会・賀詞交歓会 来賓挨拶
宮城県震災復興・企画部次長　小林　裕　様

これはIT業界の方々にとっては一つのビジネスチャンスか
といえると思いますし、もっと目先でいえば、消費税アッ
プに対応した各種投資もあるかと存じます。
　去年の暮れに決定された補正予算の一つに、ものづく
り企業の試作開発を支援する補助金というものも盛り込ま
れております。これは平成24年度の補正予算にもありま
したが、今回は製品を作っているモノづくり企業だけでは

なく、ITを含む商業・サービスまで対象を広げております。
現在細かい運用方法等検討中ですが新しいビジネスチャ
ンスとして何か試作・実証等、必要な際にはご活用いただ
ければと思っております。
　最後になりましたが、本日お集まりのMISA会員の皆様、
そして本日ご臨席いただきました来賓の方々のご健勝とご
発展を祈念申し上げご挨拶とさせていただきます。
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　仙台市の今年の初売りはなかなかのいい出足でござい

ました。また昨日のどんと祭もこれまでの最高の裸参り

参加者で街のにぎわいが戻っている感じがいたします。

ただ阪神淡路大震災を振り返ってみますと３年くらいま

ではよかったのですが４,５年ぐらいから急に景気が落

ちこみ、復興需要が低迷、厳しい状況になった経緯がご

ざいます。

　今回の東日本大震災ではもう少し復興に期間を要しま

すので、復興需要が続くものと思いますが、皆様方には

需要がなくなった後を見据えた新しい事業展開などもぜ

ひチャレンジしていただければと思っております。

　この場を借りて二つだけお願いがあります。

　一つは、来年の３月に仙台市で国連防災世界会議が開

催されることになりそれに向けて今、川内に新しい施

設を建設する等準備を進めているところでございます。

本会議は、約200ヶ国の首脳の方々が防災について議

論するわけですが、それ以外にNGOを含めた関連する

方々も当地に来られることで、４万から５万人が訪れる

とも言われております。

　これはいろんな意味でのビジネスチャンスでもござい

ますし、防災関連システムや減災関連システム等様々な

情報関連システムを世界に発信し、その中から新しいビ

ジネスを見出すことも可能となるわけです。ぜひ新しい

アイディアがございましたら私どもにご連絡いただけれ

ばと思っております。

　もう一つは、国際リニアコライダーの話です。これは

各地で誘致活動を進めていますがもし北上山地にこの施

設が整備されれば、相当のビジネスが生まれます。ICT

関係においても様々な開発がこの地で行われるというこ

とですので、誘致活動を含めて皆様方の応援をお願いし

たいと思っております。

　なかなか厳しい状況にありますが、消費増税やいろん

なことを乗り切って、この仙台が東北を牽引していく意

気込みで進んでまいりたいと思いますので今後ともご支

援・ご協力をお願いいたします。

　最後になりましたが貴協会のますますの発展と本日ご出

席の皆様のご健勝を祈念いたしまして挨拶といたします。

新春講演会・賀詞交歓会 来賓挨拶
仙台市経済局 局長　高橋　裕　様

財源を確保し、新商品の開発、技術力の向上、人材の育

成等の支援策に取り組んでまいりたいと考えております。

　貴協会のさらなる発展と本日ご出席の皆様のご健勝そ

して今年がより輝ける年になりますことを祈念いたしま

して挨拶といたします。
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「ビッグデータ時代のサイバーセキュリティ戦略」
（一部抜粋）

平成26年賀詞交歓会記念講演

内閣審議官　谷脇　康彦 氏

1. 情報通信分野の国際競争力
　日本は残念ながら 21 位、アジアで見ればシンガポー
ルが第 2 位、韓国、台湾がそれぞれ 10 位、11 位で
上位の国は北欧が多い。
　北欧は、電子行政や医療の情報化が進んており、
ICT を社会経済の中でうまく活かしている。日本の場
合は、ICT インフラ、ブロードバンドの質、価格の安
さなどでは第 1 位であるが電子行政、医療や教育の情
報化が遅れている。要はブロードバンドのハイウェイ
は整備されているがそこを走る車がまだまだ少ない、
あるいはうまく使いこなせていないということでラン
クを下げている。ここが成長戦略の中での国際競争力
の強化策の課題となっている。それから興味深いのは
イノベーションキャパシティつまりイノベーションを
生み出す力が日本は第 1 位に評価されている。事実、
スマートフォンやアイフォンに入ってるパーツ、部材
の 4,5 割は日本製であり、一つ一つの力は非常にもっ
ている。
　そして消費者の洗練度、これもずっと世界 1 位に評
価されています。つまり消費者の目が非常に肥えてお
り、これらに応えるための技術力も持っている。しか
し日本においての IPC サービスはグーグルあるいはサ
ムソンのアイフォン等が占め、日本勢が元気になって
いない。企業が革新を進めるスピードは消費者の生活
が変化するスピードより速くなっており、ものづくり
とサービスづくりをどう組み合わせていくかが非常に
重要な課題となっている。
　つまり、お客様の満足度と企業の製品進化のスピー
ドをうまく合わせていくことが今求められている。

2. 垂直統合モデルの変革
　これまでは端末からコンテンツアプリまで携帯事業
者が中心となったネットワークに依存した縦方向に伸
びる垂直統合モデルというものをうまく作ってきた。

つまりエコシステムを作ってきた。しかし、アップル
やグーグルはこのモデルをかえてしまった。要はネッ
トワークは何でもよく、キャリアに依存しない端末を
出している。グーグルの場合は、自社端末というもの
をほとんど持っていません。アンドロイド OS という
オープンな OS の上にアンドロイドファミリーといわ
れるスマートフォンタブレットの端末部がありキャリ
アに依存していません。そしてグーグルプレイでグー
グルのアカウントを使って認証、課金が行われ、コン
テンツアプリが載っかっています。つまりネットワー
クに依存しない垂直統合モデルに変わってきたという
ことです。
　加えて最近のアマゾンの動きを見ますと、端末にス
トレージしない、楽曲をためない。ストリーミング系
のサービスを見ますと、すべてネットワークの向こう
側に私たちが購入したコンテンツがあってストリーミ
ングで送られてくる形になっており、プラットホーム
機能も全てクラウドで提供されています。要は非常に
スケールアウトしやすいビジネスモデルになっている
ということです。

3. 国の IT 戦略の 3つの柱
　一つは安倍政権の成長戦略、第 3 番目ということ
ですが当然新しい産業だとか新しいサービスを作っ
ていくことが挙げられます。その中でいの一番には
オープンデータやビックデータに関するものであり、
また農業改革に向け、IT を活用した農業の実現であ
ります。
　2 つめは安全・安心ということで、重視しているの
が健康長寿社会あり、超高齢社会に向かいつつある中
で、健康長寿というものが今の政権のキーワードに
なってきております。そして 3 つめがワンストップ
型の公共サービスの実現です。これも過去 10 年くら
い電子行政だとか行ってきましたが、事実進んでおり
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ません。マイナンバーの導入と合わせ、最後の挑戦の
つもりで取り組んでいく考えです。

4. オープンイノベーション
　とりわけ日本の家電業界はどちらかというと一社単
独主義、自社で作った技術というものは全部自分たち
のマーケットに出していく、製品にする、サービスす
るといった発想が強いわけです。ハーバード大学のあ
る先生が言っておりますのは、むしろ優れた自分たち
の技術を他社に提供したり、あるいは他社にアイディ
アを売却して一緒にマーケットを広げていく発想が必
要じゃないか。そのためには企業は自社のビジネスモ
デルをオープンにする。つまりオープンイノベーショ
ンの必要性です。この考え方の基本にあるのは、一つ
のイノベーションが生まれる、技術が生まれたという
時に、いわゆるコアコンテンツといった重要な部分は
経営戦略としてオープンにしないという発想です。そ
れ以外の部分はなるべくオープンにし仲間作りをして
いく、それによって自分のコアコンピタンスも生かさ
れる形になる。
　これがオープンイノベーションの考え方になるわけ
ですけど、業態あるいは競合他社といった壁を超え、
チャレンジしていくことが今、非常に重要になってき
ているということです。

5. サイバー攻撃の進化
　サイバー攻撃というものは、もともと愉快犯、自分
の能力を誇示するということで様々な機関を攻撃また
はホームページを改ざんするといったものが多かった
わけですけれど、昨今では経済犯罪が増えています。
とりわけ銀行の偽サイト、企業、原子力安全基盤機構、
農水省、JAXA、JETRO、環境省だとか、重要な情報
を持っているところが狙われてきております。それか
ら通信ですとか、電力、航空、鉄道といった国民生活
に不可欠なサービスを提供している民間部門、重要イ
ンフラと呼んでいますがこれを狙った攻撃も増えてお
ります。アメリカでは 2011 年以降、この重要インフ
ラを狙ったものが 17 倍に増えていますし、韓国では
ATM の停止、新聞社機能不全等の例がございました。
私ども政府の各省庁、霞が関の各省庁の情報システム

にセンサーを埋め込み 24 時間 365 日、外部からの
攻撃をモニタリングし、解析し対策を講じていますが、
感知した脅威が 108 万件ございました。22 年が 48
万件、23 年が 66 万件ですから急ピッチで増加して
おります。単純に計算しますと 1 秒間に 2 回政府は
攻撃を受けているというふうにお考えいただければと
思います。このように従来にない高度で執拗な攻撃が
増えてきているのが大きな特徴となってきております。

6. 標的型攻撃の脅威
　標的型メールの接続先を見ますとアメリカが 26%、
中国が 21%等を含め 80%が海外であり、国内は 20%
とほとんどが怪しい海外サイトに誘導される傾向と
なってございます。
　経済産業省の調査ですけれども、標的型メール攻
撃を受けた経験のある企業は 2007 年は 5.4%でした
が 2011 年には全体の 3 分の 1 に増えています。とり
わけ関係者を装った社員宛のウィルスメールがほとん
どを占めています。標的メールはメールでやってくる
わけですから当然ウィルス対策ソフトでは検知しませ
ん。うっかりそれを開いたりしますとシステムの中に
侵入し直ちに動き回ることはなく、システム管理者に
近い方向で探索が進められていきます。そして最終的
にはバックドアが開かれて情報を搾取し痕跡を消して
逃げていく。短いもので 50 日以上、一番長かったも
ので3年間侵入されていたケースが実際にございます。
　従って、入り口で 100%防御することは大変困難で
あり、中に入られてしまうことを前提にセキュリティ
対策を講じなければいけないということを意味してい
ることになります。
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MISA新中期事業計画（平成２６年度～２８年度）が確定MISA新中期事業計画（平成２６年度～２８年度）が確定

『ICTの進化を宮城の力に』『ICTの進化を宮城の力に』
 

 ICTビジネスの拡大によって地域経済を盛り上げる 

● 会員企業が相互に刺激し合い、学び合い、協力し合う協働組織を目指します。
● 会員企業間、他地域・他産業・官・学との協力・連携によって新たな風を起こし、ICT ビジネス
　の拡大をとおして地域の発展をリードする地域貢献組織を目指します。

去る3月25日、第9回理事会において新中期事業計画（平成26～28年度）について審議・承認されました。

目指す姿（Vision）

Vision実現に向けた枠組み

MISAの取り組むべき課題
● 産学官の連携・協力の強化によるビジネスチャンスの創出拡大
● ICT産業自からの成長・発展による地域経済の活性化
● イベント開催・情報発信・体制強化によるMISA存在感アップ
　 （カンファレンス実行委員会及び情報発信部会の新設）
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重点テーマと担当組織 組織体制

（新）

（新）
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平成２6年度ＭＩＳＡ事業計画平成２6年度ＭＩＳＡ事業計画

委員会名
４４月月 ５５月月 ６６月月 ７７月月 ８８月月 ９９月月 １１００月月 １１１１月月 １１２２月月 １１月月 ２２月月 ３３月月

・理事会（第10，11回） ・理事会（第12回） ・理事会（第13回）
・賀詞交歓会

・第3回総会 ・顧問・参与懇談会 ・講演会
・講演会 ・事業運営会議

・事業運営会議（H26第1回） ・事業運営会議（H26第2回） ・事業運営会議（H26第3回） （H26第4回）
委員会 委員会 委員会 委員会

・法的問題対応研修セミナー ・法的問題対  応研修
・IT産業構造変化への対応 ・第４回ビジネスフォーラム
・MISA会員企業の現状調査の分析・ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
・経営強化
　経営者や経営幹部が学び合う場の提供 ・体質強化セミナー実施

・親睦ゴルフ大会（春季） ・親睦ゴルフ大会（秋季）
・MISA交流サロン ・MISA交流サロン ・MISA交流サロン

・Misaliy女性交流会 ・Misaliy女性交流会
委員会 委員会 委員会 委員会 委員会

・企業説明会・業界研究会等
　(1)会員企業説明会（学外会場） ・ＭＩＳＡ IT企業就職合同ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ開催（学外） （） ・ＭＩＳＡ IT企業就職合同ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ開催（学内）
　(2)業界・企業研究講座の実施
　(3)会員企業の採用力強化に向けた取組
・産学協同実践的IT教育事業 （成果発表）

委員会 委員会 委員会 委員会 委員会

　研修実施 ・フォローアップ研修 　　　（次年度計  画検討） 　　　　　　○会員アナウンス 　　　　　（準備）

・新入社員研修・特別企画
・中堅社員向け研修(1) ・中堅社員向け  研修（２） ・中堅社員研修（３）

・技術向上セミナー
・次世代交流会(1) ・次世代交流会  (2) ・次世代交流会(3)

・中堅社員向けセミナー１ ・中堅社員向けセミナー２

委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会

・交流・レクレエーション関連 ①スポーツイベント等開催 ・フットサル開催（夏大会） ・フットサル開催（秋大会）
　　　　　　　　　　　　　　②船釣り大会開催 ・船釣り大会① ・船釣り大会②
　　　　　　　　　　　　　　③若手／中堅社員の交流企画・検討 ・企画検討会 ・企画検討会 ・企画検討会 ・企画検討会
・ヘルスケア　 ・メンタルヘルス・セミナー

・福利厚生事業の広報活動

委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会

・異業種研究会（交流会）への参加
・異業種交流セ  ミナー

・ビジネスマッチ活動

・事業ﾃｰﾏ別研究会（ＩＴコーディネータ連携）
・    〃　　　　〃　　　（大学・行政との連携タスク）
・    〃　　　　〃　　　（新研究会テーマ）

委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会

　　・他団体との連携によるITモデル化推進、アライアンス事業の検討推進等

　　Vision推進会議の設置
ビジョン推進会  議 ビジョン推進会議

　　行政機関との連携強化

　  ＩＴ人材育成事業の推進（緊急雇用創出事業関連）・ＩＴ業界次世代人材育成事業他

　　　　　準備作業 イベント開催 　　　次回開催検討

・出展者説明会
実行委員会 実行委員会 実行委員会 　実行委員会

  

テーマ選定 

調査実施方法項目検討 

 （実施結果検討・評価）   

 
 
 

（講師派遣企業募集）  
（①大学・高専生・専門学校生・留学生向  け）  
（②中学生・高校生向け）  

（開校準備作業）  

(開催内容の検討） 

評価・まとめ 

  （成果発表会&修了証授与式）    

(準備） 

（報告） 

講師依頼 
実施検討、準備 

・中堅社員向け研修 

・新入社員向け研修 
（ 認定職業訓練 ） 

 （準備）   
・技術研修（技術向上セミナー） （準備） 

・グローバル人材育成 
・次世代交流会 （準備）   

 

 

（フロネシス２００８自主活動への参加） 

・ＩＴコーディネータ連携調査 
・ＩＩＳ研究センター説明会  

農商工等連携研究会 

企画・広報
委員会

経営
委員会

人財確保推進
委員会

人財育成
委員会

福利厚生
委員会

事業共創
委員会

震災復興支援

組織基礎強化

行政機関連携

事業運営強化

カンファレンス
実行委員会

（一般社  団法人）

（実施内 容検討）

・情報誌発行（第35号） ・情報誌発行（第36号）

部会 部会 部会 部会 部会 部会部会 部会 部会 部会 部会 部会

 
情報発信部会

（ 協会情報誌の戦略的活用（協会パンフレット）、会員企業データベースの戦略的活用、ＭＩＳＡホームページの戦略的活用、ＭＩＳＡ　ＳＮＳの戦   略的活用、ＭＩＳＡカンファレンスに向けた広報活動等 ）

（報告）

（随時対応）
（随時対応）
（随時対応）

（「実践的IT教育訓練 ＋ インターンシップ」） （企業見学 &懇談会）

（準備）

（準備） （準備）

（準備）

（準備）

（ＨＰ、情報誌等活用による広報展開）

・仙台フィンランド健康センター視察

・インターンシップ推進の産学連携強化（随時対応）
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委員会名
４４月月 ５５月月 ６６月月 ７７月月 ８８月月 ９９月月 １１００月月 １１１１月月 １１２２月月 １１月月 ２２月月 ３３月月

・理事会（第10，11回） ・理事会（第12回） ・理事会（第13回）
・賀詞交歓会

・第3回総会 ・顧問・参与懇談会 ・講演会
・講演会 ・事業運営会議

・事業運営会議（H26第1回） ・事業運営会議（H26第2回） ・事業運営会議（H26第3回） （H26第4回）
委員会 委員会 委員会 委員会

・法的問題対応研修セミナー ・法的問題対  応研修
・IT産業構造変化への対応 ・第４回ビジネスフォーラム
・MISA会員企業の現状調査の分析・ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
・経営強化
　経営者や経営幹部が学び合う場の提供 ・体質強化セミナー実施

・親睦ゴルフ大会（春季） ・親睦ゴルフ大会（秋季）
・MISA交流サロン ・MISA交流サロン ・MISA交流サロン

・Misaliy女性交流会 ・Misaliy女性交流会
委員会 委員会 委員会 委員会 委員会

・企業説明会・業界研究会等
　(1)会員企業説明会（学外会場） ・ＭＩＳＡ IT企業就職合同ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ開催（学外） （） ・ＭＩＳＡ IT企業就職合同ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ開催（学内）
　(2)業界・企業研究講座の実施
　(3)会員企業の採用力強化に向けた取組
・産学協同実践的IT教育事業 （成果発表）

委員会 委員会 委員会 委員会 委員会

　研修実施 ・フォローアップ研修 　　　（次年度計  画検討） 　　　　　　○会員アナウンス 　　　　　（準備）

・新入社員研修・特別企画
・中堅社員向け研修(1) ・中堅社員向け  研修（２） ・中堅社員研修（３）

・技術向上セミナー
・次世代交流会(1) ・次世代交流会  (2) ・次世代交流会(3)

・中堅社員向けセミナー１ ・中堅社員向けセミナー２

委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会

・交流・レクレエーション関連 ①スポーツイベント等開催 ・フットサル開催（夏大会） ・フットサル開催（秋大会）
　　　　　　　　　　　　　　②船釣り大会開催 ・船釣り大会① ・船釣り大会②
　　　　　　　　　　　　　　③若手／中堅社員の交流企画・検討 ・企画検討会 ・企画検討会 ・企画検討会 ・企画検討会
・ヘルスケア　 ・メンタルヘルス・セミナー

・福利厚生事業の広報活動

委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会

・異業種研究会（交流会）への参加
・異業種交流セ  ミナー

・ビジネスマッチ活動

・事業ﾃｰﾏ別研究会（ＩＴコーディネータ連携）
・    〃　　　　〃　　　（大学・行政との連携タスク）
・    〃　　　　〃　　　（新研究会テーマ）

委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会

　　・他団体との連携によるITモデル化推進、アライアンス事業の検討推進等

　　Vision推進会議の設置
ビジョン推進会  議 ビジョン推進会議

　　行政機関との連携強化

　  ＩＴ人材育成事業の推進（緊急雇用創出事業関連）・ＩＴ業界次世代人材育成事業他

　　　　　準備作業 イベント開催 　　　次回開催検討

・出展者説明会
実行委員会 実行委員会 実行委員会 　実行委員会

  

テーマ選定 

調査実施方法項目検討 

 （実施結果検討・評価）   

 
 
 

（講師派遣企業募集）  
（①大学・高専生・専門学校生・留学生向  け）  
（②中学生・高校生向け）  

（開校準備作業）  

(開催内容の検討） 

評価・まとめ 

  （成果発表会&修了証授与式）    

(準備） 

（報告） 

講師依頼 
実施検討、準備 

・中堅社員向け研修 

・新入社員向け研修 
（ 認定職業訓練 ） 

 （準備）   
・技術研修（技術向上セミナー） （準備） 

・グローバル人材育成 
・次世代交流会 （準備）   

 

 

（フロネシス２００８自主活動への参加） 

・ＩＴコーディネータ連携調査 
・ＩＩＳ研究センター説明会  

農商工等連携研究会 

企画・広報
委員会

経営
委員会

人財確保推進
委員会

人財育成
委員会

福利厚生
委員会

事業共創
委員会

震災復興支援

組織基礎強化

行政機関連携

事業運営強化

カンファレンス
実行委員会

（一般社  団法人）

（実施内 容検討）

・情報誌発行（第35号） ・情報誌発行（第36号）

部会 部会 部会 部会 部会 部会部会 部会 部会 部会 部会 部会

 
情報発信部会

（ 協会情報誌の戦略的活用（協会パンフレット）、会員企業データベースの戦略的活用、ＭＩＳＡホームページの戦略的活用、ＭＩＳＡ　ＳＮＳの戦   略的活用、ＭＩＳＡカンファレンスに向けた広報活動等 ）

（報告）

（随時対応）
（随時対応）
（随時対応）

（「実践的IT教育訓練 ＋ インターンシップ」） （企業見学 &懇談会）

（準備）

（準備） （準備）

（準備）

（準備）

（ＨＰ、情報誌等活用による広報展開）

・仙台フィンランド健康センター視察

・インターンシップ推進の産学連携強化（随時対応）
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「第３回ビジネスフォーラムｉｎ宮城」開催「第３回ビジネスフォーラムｉｎ宮城」開催
―復興∞ＩＴ（クラウド）∞地域力ー―復興∞ＩＴ（クラウド）∞地域力ー

『東北企業就職フォーラム』開催 『東北企業就職フォーラム』開催 

　平成26年2月20日（木）13:00よりホテルモントレ仙台において、
MISA主催、JISA後援による“地域医療（福祉・介護を含む）”をテーマ
に標記フォーラムが開催されました。
　地域のIT化促進には、地域におけるユーザー、ベンダー、コーディ
ネーター、行政関係機関等の連携が不可欠になっています。また、ク
ラウド時代の到来は、地域ITベンダーのビジネスモデルを変える絶好
の機会であると同時に、IT利活用促進は地域経済の自立化に欠かせな
い技術要素となっています。
　そこで本フォーラムでは、IT活用等による先進医療分野の先駆者で
ある東京大学大学院情報学環長の須藤　修氏より「ICTイノベーショ
ンと地域医療」と題しての基調講演、産・学・官のパネラーによる
「地域医療の担い手を繋ぐIT企業の役割」をテーマにしたパネルディ
スカッションがあり、各立場でのご意見をいただきました。参加者は
120名と定員を上回り盛況裏の開催となりました。

　2013年12月14日（土）岩手県立大学において東北企業就職フォーラ
ムを開催いたしました。
　フォーラムの開催内容は前半が講演会、後半が合同企業説明会となっ
ており、講演会では(株)オフィス55 代表取締役 高木茂氏、(株)クロス
キャット 仙台支店 支店長 伊藤 隆 氏、(株)サイエンティア 取締役社長 
荒井 秀和 氏の3名にご講演をいただきました。 
　講演内容は現在の就職活動の動向と実際に活動を行うにあたっての心
構えについてで、講演を聴いた学生からは、「大変参考になった。」、
「中小企業には大手企業に負けない魅力があることがわかった」といっ
た感想を聞くことができました。 
　後半の合同企業説明会では、仙台の企業を中心に29社、1団体のブー
スに対し、81名の学生が参加しました。緊張しながらも積極的に質問し
たり、説明をメモしたりと、いよいよ始まった就職活動に真剣に臨む姿
が見られました。 
　合同企業説明会の終了後は、参加企業と学生が参加する懇親会を開催
いたしました。 
　説明会ではできなかった一歩踏み込んだ質問をするなど、企業と学生
が交流するよい会となりました。
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　第5回MISA会長杯フットサル大会のオープン大会を11月9日（土）、スポパーク松森フットサルプラ
ザで開催しました。
　この大会はオープンクラスで募集させて頂き、8チーム総勢80名の参加となりました。参加され
た方のご家族や大会事務局のメンバーを加えますと100名近い方々にお集まり頂いたのではない
でしょうか。実際は12チーム募集したのですが、各社さんの秋のイベントに重なったためか8チーム
の参加となりました。
　大会自体はどの対戦もハイレベルの戦いで、見ている方も手に汗握る、ハラハラ・ドキドキものでし
た。今回優勝チームのSRA東北さんは、メンバーが6人の少数精鋭部隊で、常勝のＴＯｉＮＸさんをPK
戦の末に破りオープンクラス初優勝を飾りました。この2チームは偶に練習試合をやっているそうで、相
手選手の癖や戦略もある程度分かっているため、戦いにくい相手同士だったのではないでしょうか。
　また今大会は初の試みとして，大会終了後、全チームから公平にくじで選ぶMISA賞(3つ)を追加し
ました。MISA賞は成績とは関係なく運で勝ち取れるので大変盛り上がりました。
　平成26年度はビギナーとオープンの大会を同時に夏(6月下旬)と秋(11月初旬)の2回予定していま
す。これまで以上に多くのMISA会員企業の方々に参加していただけるように企画/運営しますので、
皆様方の積極的なご参加方よろしくお願いいたします。

■開催日：平成２5年10月19日（土）  ■場　所：西仙台カントリークラブ
　春と秋の年に２回行われるＭＩＳＡ親睦ゴルフ大会も今回２５回を迎え、１２組４６
名が参加し日頃の腕前を競い合い、和気あいあいと会員の親睦を深めるゴルフ大会
となりまし

第5回 ＭＩＳＡ会長杯フットサル大会（オープン大会）

平成２5年度 第25回MISA 親睦ゴルフ大会の開催

福利厚生
委員会

経　営
委員会

【成　績】（敬称略）

オープンクラス結果
優　勝：SRA東北株式会社
準優勝：東北インフォメーション・システムズ株式会社
3    位：NID東北
コンソレーション：株式会社SJC
エンジョイ賞：NECソフトウェア東北株式会社

  　　　　 敢闘賞 ： 東北インフォメーション・システムズ株式会社、
　　　　　　　　　SRA東北株式会社
　　　　　　　　　富士通エフ・アイ・ピー株式会社
　　　　　ブービー賞： 株式会社アート・システム

優　勝：龍田　勝利　　(92)  ( 一社 ) 宮城県情報サービス産業協会　顧問

準優勝：前島　興範　　(85)  USOL東北 ( 株 )

第３位：久保田秀一　　(82)  ( 株 ) テスプロ

第４位：矢口　　亨　　(79)  東北インフォメーション・システムズ (株 )

第５位：河野　　稔　　(94)  テクノ・マインド (株 )

グロス
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新入会員紹介 （平成25年10月１日以降の入会）

入会日 住　所　TEL ・FAX

〒980-0021　仙台市青葉区中央2-10-1 第２勝山ビル4F
TEL 022-796-2575　FAX 022-796-257611月12日

会員数（正会員・・・147社　賛助会員・・・34社）
正会員-入会 賛助会員-入会

　大震災から満３年が経過しましたが、前回（2013.9第
34号）から振り返りますと、地元に関する明るくうれし
い出来事が多かったように思います。
　ひとつは今年度のシーズンがスタートしましたが何と
いっても東北楽天イーグルスの優勝ではなかったでしょ
うか。負けなし24連勝の田中マーくんの活躍をはじめ
バランスのとれたチーム力で創設9年目にしてジャイア
ンツを破っての日本一は日本中に感激と勇気をもたらし
たのではないでしょうか。私も優勝パレードの22万人
の一人として参加しましたが「おめでとう」のことばより
「ありがとう！」という歓声が圧倒的に多くその輪の中に

いて自然に涙があふれてきました。今年も連覇を期待し
ながら応援したいと思ってます。
　ふたつめは現在緊張が続いているウクライナの近くの
ソチで開催された冬季オリンピックでの日本選手の活躍
ではなかったでしょうか。その中でも地元出身の羽生結
弦選手の男子フィギアスケートの優勝はこれまた世界を
そして日本国内を沸かせた大きな活躍でした。今までの
日本人のこの種目の獲得した二つの金メダルが二人とも
この仙台出身ということは我々地元の人間にとって大き
な誇りと自慢になります。

（高橋）
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会員名（代表者名）

〒980-0021　仙台市青葉区中央2-2-10 仙都会館ビル６Ｆ
TEL 022-217-8081　FAX 022-217-80824月1日 （株）ウイングアーク1st　

（東北営業所所長　東島　弘昌）

〒980-0014　仙台市青葉区本町1-11-14 ハニックス第２ビル３Ｆ
TEL 022-302-7595　FAX 022-212-82804月1日 (株)アイティフラッグス

（代表取締役　小熊　泰介）

〒980-0014　仙台市青葉区本町2-10-33 第２日本オフィスビル5F
TEL 022-796-1750　FAX 022-796-17514月9日 (株)イーエムエス

（代表取締役　折居　進）

〒980-0014　仙台市青葉区本町2-1-8 第一広瀬ビル７Ｆ
TEL 022-268-6881　FAX 022-268-65304月1日 （株）エスリゾーム

（代表取締役　松井　謙蔵）

〒981-3341　黒川郡富谷町成田6-30-4
TEL 022-348-3566　FAX 022-348-356610月19日

〒980-0804　仙台市青葉区大町2-913
TEL 022-262-1648　FAX 022-262-165010月22日

清野経営事務所
（代表   清野　浩司）

（株）畠山デザイン事務所
（代表取締役　畠山　敏）

〒983-0852　仙台市宮城野区榴岡5-12-55 NAViSビル1F
TEL 022-395-4912　FAX 022-774-149111月12日 スタジオラパン

（社長   男澤　亨）

ｂ.mode合同会社
（代表   三浦　哲志）
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（敬称略）

〒983-0852　仙台市宮城野区榴岡4-5-15 橋本地所仙台榴岡第２ビル
TEL 022-292-3606　FAX 022-292-36074月1日 トリオシステムプランズ（株）

（仙台システム部長　渡辺　達也）


